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 （卒業要件ではありません）
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卒業後

1年次

4年次

2年次

経済学の基礎科目を受講し、生産者や消費者の行動、価格のメカニズム、経済成長のしくみ、
貨幣制度など、経済を学んでいくための土台となる知識をしっかりと身につけます。

経済学の基礎理論を学ぶ

1年次前期の時間割の一例　

■専門科目
■共通教養科目
■外国語科目
■自由履修科目（講義バイキング）

「環境・エネルギー・資源 」「少子高齢化・年金・介護 」「景気・所得格差・輸出入 」「復興支
援・国際協力・地域活性化 」などの社会問題を、理論、歴史、政策の観点から学びます。

幅広い専門知識を修得

● 食料自給率の向上に向けて
● 貧困問題の原因に関する研究
● 所得格差と租税
● 少子高齢化と消費税
● 介護保険の歴史と問題点

● 経済成長が地球温暖化に与える影響
● 電子マネーの普及策について
● 地方自治体の財政問題
● ファスト・ファッションの奇跡
● 税金の公平性について

卒
業
論
文
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ー
マ
例

ゼミナールでの取り組みや4年間で学んできたことを探究し卒業論文を執筆します。併行して『キャ
リア研究』の授業で身につけた社会人基礎力を活かして進路選びを行います。

3年次
ゼミナールに所属して特定分野を深く掘り下げて学びます。興味を持てるテーマを見つけ、自
分自身の専門分野として研究に取り組むことで将来の強みをつくることができます。

関心のあるテーマを探究

希望する進路を実現

※2025 年度のカリキュラムです。2026 年度のカリキュラムは変更される場合があります。

キャリア研究

経済学の基礎科目

経済理論に関する科目

政策に関する科目

環境問題に関する科目

業界研究に関する科目

就業支援に関する科目

ゼミナール・卒業論文

国際社会に関する科目

経済史に関する科目

研究手法に関する科目

公務員対策プログラム

フィールドワーク/ ワークショップ

政治・行政に関する科目

１～４年次まで段階的に社会人基礎力を高めていく

経済学の専門科目を学ぶための土台をつくる

経済学の基礎理論を学び、経済学の思考法を身につける

現代経済がどのように形成されて来たのかを学ぶ

経済学の理論を実際の政策や課題解決に結び付けて考える

経済活動を支える法律や制度の基盤を理解する

経済活動が環境に与える影響を知り、持続可能な発展を考える

グローバル社会で世界の経済がどのように連動し合っているのかを学ぶ

さまざまな業界の特性を学び、自分の興味が活かせる分野を探る

データ収集・整理・分析方法などを学び、レポートや論文を書く能力を身につける

国家公務員、地方公務員、警察官、消防官をめざす人に

現場体験・現地調査や少人数の参加型の授業

キャリア形成や就職活動に直結する実践的な科目群

ゼミナール担当教員のもとで卒業論文に取り組む

●キャリア研究 1（コミュニケーション力育成）
●キャリア研究 2（チームワーク力育成）

●ミクロ経済学 ●マクロ経済学 ●現代経済史

●はじめての経済学
●現代経済理論

●現代日本経済論
●計量経済学

●政治と思想
●先進国における格差・貧困

●環境学
●環境政策

●ビジネス・マナー演習
●ソーシャル・マナー演習

●ゼミナール
●卒業論文

［ゼミテーマ］	 ●エンターテインメント経済学  ●国際関係論  ●公共政策  ●資源エネルギー論  ●日本経済史  ●金融論
●国際経済学  ●環境経済学  ●現代経済史  ●憲法学  ●公共経済学  ●ホスピタリティ論

●エンターテインメントと地域社会
●ファッションと経済

●海外投資論
●グローバル経済と世界都市

●経済学史

●学生のための情報活用法

●数的処理   ●地理   ●政治   ●英文理解   ●法律   ●文章理解   ●経済   ●日本史   ●世界史   ●社会   ●小論文   ●行政学

●グローバル人材養成 ●ファッションと経済 ●経済学史 ●環境学

●農業経済史

●経済統計 ●データサイエンス

●法学概論 ●政治のシステム ●行政学 ●行政の組織と運用 ●憲法 ●民法 ●日本政治史

●キャリア研究３（総合就職力育成）
●キャリア研究４（就職活動実践力育成）

●社会経済学
●金融論

●租税論

●社会政策
●日本の社会保障 

●世界の環境システム
●農業経済学

●ライフ・ディベロップメント 
●キャリア・ディベロップメント 

●ツーリズム経済論
●証券市場論

●国際経済学
●国際関係論

●日本経済史

●ビジネス英語

●グローバル化の経済史

●公共経済学
●都市経済学

●財政学
●公共政策 

●資源エネルギー論
●環境経済学

●キャリア形成論
●インターンシップ

●現代企業の生態
●エンターテインメント経済学

●開発経済学
●世界の不平等問題

●財政史

●統計学

●産業組織論
●労働経済学

●経済政策
●社会福祉

●労働と経済
●地方財政学

●環境法
●ライフサイクルアセスメント 

●キャリア研究特論

●不動産経済論
●ホスピタリティ論

●国際金融論
●経済地理

●地球資源論
●生態系の保全

主な専門科目
● 授業名

科目一覧卒業に必要な単位 124単位

必
修
科
目

選
択
専
門
科
目

「はじめての経済学」は
先生方がリレー形式で
専門科目を紹介する
1年生対象の授業

幅広い業種・分野で活躍

40単位
選択専門科目

12単位
必修専門科目

8単位
キャリア研究

専 門 科 目

20単位

共通教養科目

4単位

外国語科目

40単位

自由履修科目
（講義バイキング）

《主な就職先》 富士ソフトサービスビューロ、横浜農業協同組合（JA横浜）、秦野市農業協同組合（JAは
だの）、ウェルパーク、ロピア、日立プラントサービス、日産自動車、湘南第一病院、芝信用金庫、烏山信用
金庫、さがみ信用金庫、東急コミュニティー、ＪＡＬグランドサービス、鎌倉パークホテル、エヌ・ティ・ティ・
データ・ウェーブ、東計電算、埼玉県警察本部、座間市役所、那覇市役所、かんぽ生命保険、はやぶさ社会
保険労務士法人

《主な進学先》 明治大学大学院




